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は C め に 


これ まで 富士 山 秀 に お いて は , そこ に 生息 する 草原 性 蝶 頻 の 意味 づけ が , 人 為 作用 も 含め て , 行なわ れ 
て きた しかし, いずれ $ ゃ 定性 的 な も る の で , 数 量 的 な 調査 は ほとん ど 行 な われ て いな い . 近年 に お ける 人 
為 的 な 環境 破壊 は 富士 山 傍 に も ゃ 及 ん で お り , それ が 草原 件 蝶 問 に どの ょ うな 影響 を 与え て いる か , MEN 
な 調査 も 含め て 研究 する こと は , 蝶 類 を は じ め 生 物 群集 を 保護 し て いく 上 で も 必要 な こと で あろ う . 筆者 
は 富士 山 薦 の 草原 に お いて , 人 為 作用 の 進行 に 伴っ て 蝶 類 群集 が どの よ うに 変化 し て いく か , 数 量 的 な 調 
査 を 行なっ た の で , その 結果 を 報告 する . 

今回 の 調査 お よび 本 報 文 を まとめ る に あたり 御 指導 いた だ いた 高橋 真弓 氏 , な ら び に 日 頃 か ら さ ま ざ ま 
な 面 で 御 援助 いた だ いて いる 静岡 昆虫 同好 会 の 諸氏 に 深く 感謝 する し だ いで ある 。. 





調査 地 の 概 要 


調査 を 行なっ た 地域 は , 静岡 県 富士 宮 市 富士 山西 驚 朝 霧 高原 東部 の 草原 地帯 に あり , 標高 は お よそ 900m 
CHS, 富士 山 の 溶岩 と 火山 灰 に よっ て 形成 され た 土地 で , 度 重 な る 噴火 と 未 発達 な 土 壊 , 溶岩 の 透水 性 
な ど に より , 植物 群落 の 乱 移 が 進行 し に くく , スス キ を 優 占 種 と する 草原 が 広がっ て いる . 温帯 草原 性 蝶 
類 が 多く 生息 し , それ が この 地域 を は じ め と する 富士 山麓 の 蝶 相 を 特徴 づけ て いる . 近年 , 開拓 に ょ り 酷 
農地 帯 と な り , さら に ゴル フ 場 な どの 施設 も つく られ , 環境 の 変化 が 著しい . 

筆者 は , 人 為 作 用 の 各 段 階 を 代表 する と 思わ れる 次 の 5 つの 調査 地 (A -E) を 選定 し た .A か ら E の 順に 
人 為 作 用 が 強く 働い て いる と みな すこ と と が で きる . これ ら の 調査 地 は 東西 1.7 km, 南北 2.4 km の 範囲 内 
に 含ま れ て お り , 気候 , 地質 な ど , 人 為 作用 以外 の , 生息 を 規制 する 要因 は ほぼ 同一 と 考え られ る . それ 
ぞ れ の 調査 地 の 特 徴 は 次 の と お り で ある . 

A. 自然 草原 : 富士 山麓 を 代表 する タイ プ の 草原 で ある . 一 部 採草 も 行なわ れ て いる の で , 厳密 に 言え ば , 
自然 草原 に 人 為 作 用 が 加わ っ て 植生 が 維持 され て いる 半 自 然 草原 で ある . スス キ , オオ バ ギ ボ ウシ , ノア 
FI, タチ フウ ドド , チ ダ ケ サ ン シン , マツ ムシ ソウ , オミ ナ エ ン シン シ , タイ アザ ミ な どの 草本 が 多い , 

B. 別荘 分 譲 地 : 夏 か ら 秋 に か け て 広く 採草 が 行なわ れ , これ に よっ て 草原 の 状態 が 保 た れ て いる と 考え 
られ る . スス キ を 優 右 種 と し た 草原 で , 他 に ノコ ュ ン ギク , ヨモギ , マツ ムシ ソウ , オミ ナ エ シ な ども 見 ら 
HS, この 分 譲 地 は 廃 家 と な っ た 建物 が 1 軒 あ る の み で , 他 に 建造 物 は な い . 

C. 耕作 地 : キャ ベッ を 主 と し , 一 部 に ダイ コン, カリ フラ ワー が 栽培 され て いる 畑 で ある . 未 舗 装 の 農 
道 が その 中 を 通っ て お り , オオバコ , ヨモギ , シロ ツメ クサ な ど が 生え を て いる . 農家 が 1 軒 あ り , 庭 に は 
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180 清 邦彦 
St A |stBIStC lstD lskg 
species Japanese name natural |villa | vegetable} cultivated | golf 
grassland | place | farm meadow |course 

Erynnis montanus ミヤ マセ セリ 1 
Daimio tethys ダイ ミ ョ ウ セ セリ 1 2 
Leptalina unicolor DV ギン イチ モン ジ セ セリ 22 3 
Aeromachus inachus り ホン チャ バネ セセリ 1 
Thymelicus sylvaticus りり ヘリ グロ チャ バネ セセリ 3 
Ochlodes venata り | コ キマ ダラ セセリ 15 6 
Ochlodes ochracea ヒメ キマ ダラ セセリ 6 1 
Potanthus flavum キマ ダラ セセリ 3 1 
Pelopidas jansonis り | ミ ヤマ チャ バネ セセリ 1 
Pelopidas mathias チャ バネ セセリ 1 1 1 
Parnara guttata イチ モン ジ セ セリ 70 22 44 20 8 
Papilio machaon キア ゲハ 1 2 1 
Leptidea amurensis り | ヒ メシ ロ チ ョ ウ 7 3 6 1 
Eurema hecabe キチ ョ ウ 3 4 1 4 
Colias erate 2| モ ン キ チョ ウ 15 19 34 33 3 
Pieris rapae 2 モン シロ チョ ウ 4 3 83 7 1 
Pieris melete スジ グロ シロ チョ ウ 2 1 17 2 1 
Pieris napi ) り (エゾ スジ グロ シン シロチョウ 1 3 
Lycaena phlaeas 9 ベニ シジミ 3 22 16 143 5 
Lampides boeticus ウラ チミ シン ジミ 6 10 2 1 
Maculinea teleius り | ゴ マシ ジミ 1 
Everes argiades ツバ メシ ジミ 3 1 
Plebejus argus 9 り | ヒメ シジミ 10 
Curetis acuta ウラ ギン シン ジミ 1 
Libythea celtis テン グチ ョ ウ 1 
Brenthis daphne )| ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ 1 
Argyronome laodice りり ウラ ギン スジ ヒョウ モン 26 14 
Argynnis paphia ミド リヒ ョ ウ モ ン 1 1 
Fabriciana adippe りり ウラ ギン ヒョウ モン 9 
Limenitis camilla イチ モン ジ チ ョ ウ 1 1 
Limenitis glorifica アサ マイ チエ ンジ 3 
Neptis sappho コミ スジ 1 1 
Neptis pryeri Yi ホン ミス ンジ 7 8 2 
Polygonia c-aureum 2) キタ テハ 40 22 26 73 6 
Nymphalis xanthomelas ヒ オ ド シ チ ョ ウ 1 1 
Inachis io クジ ャ クチ ョ ウ 1 
Cynthia cardui ヒメ アカ タテ へ ハハ 1 2 1 
Ypthima argus ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ 4 1 
Minois dryas ジャ ノ メ チ ョ ウ 4 3 
The number of species 13 
Total number of individuals 37 
The average number of individuals per one species 12.8] 8.0 12.4 20.9 2.8 
The number of individuals of ” 209 69 30 5 5 
The number of individuals of ” 62 66 159 256 15, 























Table 1 Annual number of butterflies at the five stations. (daily observation in 15 minutes for 14 
days, from April to October) 1) : Index species of natural grassland. 2) : Index species 
of artificial grassland. 
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ヒャク ニチ ソウ , コス モス な ど が 育て られ て いる . 

D. 牧草 地 : イネ 科 の 1 種 の 牧草 が 一 面 に 広がり , ナズナ , ギシギシ の 1 種 が その 中 に 生 を て いる . 牧草 
地 の へ り に は カナ ム グ ラ が 茂り , 農道 沿い に と は ヒメ ジョ オン , アレ チマ ツ ョ イグ サ , シロ ツメ クサ ,。 ノコ 
ン ギ ク な ど が 見 られ る . 

E. ゴル フ 場 : 大 部 分 の 土地 は 刈り 込ま れ た シバ に お お われ て いる . 花壇 に は サル ビア , マリ ゴー ルド が 
植え られ て いる . 一 部 に セイ ヨウ タン ポポ , カナ ム グ ラ が 見 られ る が , 全体 に 蝶 類 の 食 人 グ ・ 蜜 源 植物 に 錠 
し い , 


調査 の 方 法 
調査 方 法 は ルー ト セ ン サ ス 法 を 用 いた . 5 箇所 の 調査 地 と も ゃ , 毎回 正確 に 15 分 間 , ほほ は 一定 の ルート ( 約 
1 km を 歩き , その 間 に 種 名 を 確認 ・ 推 定 で きた 蝶 の 種類 ・ 個 体 数 を 記録 し た . 調査 は 1985 年 の 4 月 か ら 
10 月 まで の 各 月 前 半 ・ 後 半 1 回 ずつ , 計 14 回 行なっ た . で きる 限り 好 天 の 日 を 選び , 主として 10 時 30 分 
か ら 12 時 の 間 に 調 査 し た . 


調 査 結 R 


Table 1 に 各 調 査 地 に お ける 年 間 の 総 種 数 と 総 個体 数 * 種 あ た り 平 均 個体 数 , な ら び に 自然 草原 指標 種 
と 人 為 草原 指標 種 の 個体 数 を 示し た . 指標 種 は 静岡 県 と その 周辺 に お ける 分 布 型 や 主 な 生息 環境 か ら 決 定 
し た も の で ある . 指標 種 と な ら な か っ た 種 は , 自然 草原 ・ 人 為 草原 の 双方 に 共通 し て 生息 し て いる 種 (キア 
ゲハ へ ハ など) , 森林 性 の 種 ( ミ ヤマ セ モ セリ な ど ), 移動 性 の 大 き な 種 (イチ モン ジ セ セリ , ウラ ナミ シジミ など) 
で ある . 

総 種 数 : A に お いて 最大 で あり , B, C, D, E と 人 為 作 用 が 強まる に つれ て 確実 に 減少 し て いる (Fig. 1). 
総 個体 数 : A で 最も 多く , B に な る と 減少 する が , C, D で は 再び 増加 し て いる . さら に 人 為 作 用 の 強い E 
で は 極め て 少な い (Fig. 2). 

種 あ た り 平 均 個体 数 : 人 為 作用 の 比較 的 強い D に お いて 最大 と な る が , E に な る と 極め て 少な く な る . 
群集 構成 種 の 変化 : 人 為 作用 が 強まる に つれ て , 自然 草原 指標 種 は 急激 に 減少 し , 人 為 草 原 指標 種 が 増加 

し て いく . EE の よう に さら に 人 為 作 用 が 強まる と 人 為 草原 指標 種 も 少なく な る (Fig.3) . 


考 宗 


1 . 総 種 数 

人 為 作 用 が 強まる ほど 総 種 数 が 減少 し て いく 理由 は , 人 為 的 環境 を 中 心 に 生息 し て いる 種 ( モ ン シ ョ 
Fay, ベニ シジミ など) は どの 環境 に ゃ 少し は 見 る と と が で きる の に 対し , 自然 環境 と 強く 結び つい て い 
る 種 (コキ マダ ラ セ セ リ , ヒメ シジミ な ど ) は 人 為 作 用 が 加わ る に つれ て 姿 を 消し て いく た めで ある と 考え 
る . 

2 . 総 個体 数 

総 個体 数 の 最も 多い A で は , 蜜源 植物 が 豊富 で あり , も と も と この 場所 に 住み 着い て いる 種 の ほか に , 
イチ モン ジ セ セリ , キタ テハ な と 他 の 場所 で 発生 し た と 思わ れる 蝶 を も 多く 呼び 寄せ て いる こと を 考え に 
入れ る 必要 が ある . B で は 蜜源 と な る 植物 に 乏しい . 以上 の 点 を 考慮 すれ ば , A-D に お ける 個体 数 は それ 
ほど 大 き な 差 は な いも の と 見 な され る で あろ う . 








* 各 調査 日 ど と の 種 数 ・ 個 体 数 は , 清 (1986) を 参照 され た い . 
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Fig.l. The number of species observed 
at the five stations. 





Fig.2. The number of individuals ob- 
served at each of the five 
stations. 
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E に お いて の 総 個体 数 は A-D に 比べ て 明らか に 少な い , 調査 時 間 の 総計 (210 分 ) を 150 分 と し て 換算 
する と 26.4 個体 と た なる. これ を 他 の 地域 で 行なわ れ た 調査 結果 の 150 分 換算 値 と 比較 する と , 「 都 市 周辺 
的 環境 」 と され て いる , 大 阪 市 長居 公園 の 1102.0 個体 (日 浦 , 1976) , 「 市 街 地 的 環境 」 と され て いる 三重 
県 尾 薄 市 中 川 堤防 の 148.1 個体 (後藤 ・ 中 西 , 1982) , 同じ く 「 市 街 地 的 環境 」 の 三重 県 北 御 婁 郡 紀伊 長島 
町 赤羽 川 堤防 の 107.5 個体 (後藤 ・ 中 西 , 1982) より も 少な い . ゴル フ 場 に お ける 蝶 類 群集 は 著しく 貧弱 な 
も の と いえ る 。. 

3. 種 あ た り 平 均 個体 数 

総 個体 数 が ほぼ 同じ で ある な ら ば , 種 あたり 平均 個体 数 の 多い こと は 蝶 類 群集 が 単純 で ある こと を 意味 
TA, A で の ジャ ノ メ チ ョ ウ , イチ モン ジ セ セリ の 極端 な 多 さ を 特殊 な た ケース と し て 除外 すれ ば , A か ら 
D まで の 段階 に お いて は , 人 為 作用 が 強まる に つれ て 蝶 類 群集 が 単純 化し て いく 傾向 が ある と 見 な すこ と 
が か が でき る. 

E に お いて 種 あ た り 平 均 個体 数 が 少な い の は , 総 個体 数 が 少な いた めで ある . 

4 . 人 為 作 用 に 伴 な う 蝶 類 群 集 の 変化 

筆者 は , 今回 の 調査 結果 な どか ら , 人 為 作 用 に 伴 な う 蝶 類 群 集 の 変化 は , 一 般 的 に 次 の よう な も の で あ 
る と 推測 する (Fig. 4). 

① 植物 群落 の 単純 化 に 伴っ て , 蝶 類 群集 も 単純 化し て いく , すなわち 総 種 数 か 減少 し て いく . この 場 
合原 始 的 環境 に 適し た 種 の 個体 数 は 急激 に 減少 する が , これ に 代わ っ て 人 為 的 環境 に 適し た 種 の 個体 数 が 
増加 し て いく の で , 総 個体 数 は 変わ な い . 

O や が て 植物 群落 は 無 植生 化 の 方 向 に 進み , 人 為 的 環境 に 適し た 種 の 生息 も 困難 に な っ て いき , BE 
数 の 減少 の みな ら ず , 総 個体 数 も 減少 し て いく . 

な お , 本 報 で は 具体 的 に 記述 し な か っ た が , 現実 的 に は , 各 段 階 の 植物 群落 に お ける 蝶 類 の 食餌 植物 の 
多少 な ど に よる 影響 も 大 きい で あろ う . また , 今回 の 調査 結果 だ け で は , 上 記 の 人 為 作 用 が ひき お こす 帳 
類 群 集 の 変化 に つい て の 推測 を 実証 する に は 不 充分 で あり , 今後 さま ざま な 環境 で 調査 を 重ね て いく 必要 
が ある. 








Summary 


Transition of butterfly community by human actions in the grassland situated at the foot of Mt. 
Fuji, central Japan, was surveyed by route census method. The following five stations were selected. 
A: natural grassland; B: villa place; C: vegetable farm; D: cultivated meadow ; E: golf course. 
In the St. A, both the numbers of species and of individuals were abundant. In the Sts. B, C and D 
the number of species decreased according to the increase of human actions, even if the number of 
individuals unchanged. When human actions increased to the maximum, both the numbers of species 
and of individuals in the butterfly community, reduced to the poorest level (St. E). 
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